
あさぎり町

議会だより
～“まち”の動きがよく分かる！～

R８年 2.5 発行

あさぎり町議会

あさぎり町議会だよりは
ホームページでもご覧頂けます。
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そ
の
よ
う
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中
に
あ
っ
て
数
十
年
ぶ
り
に
生
産
者
米
価
が
上
が
っ

た
事
は
、
農
家
に
と
っ
て
「
一
抹
の
光
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と
し
、
希
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に
継
っ
た
こ
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事
は
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農
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光
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。
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弁
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11
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っ
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た
だ
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い
う
こ
と
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。
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第 5 回会議（10 月 23 日開催）

第 6 回会議（12 月 9 日〜12 日開催）

全議案
全会一致で
可 決

全議案
全会一致で
可 決　12 月定例会では 12 月９日から 12 日までの日程で開催された。一般質問では

11 人の議員が登壇した。（質問内容は P4 〜 P15）
　令和７年度の一般会計・各特別会計の補正予算や条例の一部改正など、条例７件、補正予算７
件、契約 4 件、人事案件 1 件など計 18 件を慎重に審議した。

1．令和７年度　一般会計補正予算 ( 第 6 号 )
　歳入歳出それぞれ 1 億 823 万円を追加し、総額 135 億 3,188 万 6 千円とする。
主なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円単位切り捨て）

農林振興課	 ・農林業資材等高騰対策支援（対象者 536件）� 3,184 万円
			 	 ・定住促進センター防草シート設置工事� 300 万円
教育課	 	 ・上小学校昇降口防水改修工事� 400 万円
			 	 ・深田内山観音堂保存整備事業補助金� 204 万円
企画政策課	 ・町内球磨焼酎蔵元支援（５者へ上限 100万円）� 500 万円
建設課	 	 ・環境整備資材等給付事業（住民協働事業）� 489 万円
			 	  �

2．工事請負契約
主なもの

議案第 48・49 号 伊賀川河川改修工事（左岸）
令和 2 年 7 月豪雨及び台風で被害が発生。氾濫を抑制する河川改修や被災した護岸の補修

と堆積した土砂の撤去工事。
■有限会社　冨山産業　7,810 万円
■株式会社　恒松組　7,018 万円

斉堂地区排水路改修工事請負変更契約
■今回変更による増額　837 万 1,342 円
■変更後　9,274 万 1,342 円

一ノ木谷沈砂地設置工事請負契約の変更
■今回変更による増額　2,021 万 2,595 円
■変更後　5,621 万 5,595 円

1．　一般会計補正予算 ( 第 5 号 )
　歳入歳出それぞ 951 万 2 千円を追加し、総額 134 億 2,365 万 6 千円とする。
•	地方創生臨時交付金（不足額給付金 240人分）
�　地方創生臨時交付金により実施する不足額給付事業において、新たに給付対象となる 240人
分の不足額給付金や口座振込手数料など
税務課
問　地方創生臨時交付金の不足額給付金２４０人への支払い方法は。
答　今、確認書を発送中。期限が 12月 20日までなのでその日までには支払いたい。

▼あさぎり町
　5 蔵元の焼酎

審議内容の抜粋は P4 へ▶

伊賀川河川改修工事

（3）　令和 8 年　2 月発行



▼
あ
さ
ぎ
り
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

健
康
推
進
課

問　
高
度
医
療
や
専
門
の
治
療
に

関
し
て
は
、
熊
本
市
内
ま
で
行
か

な
い
と
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
状

況
。
同
じ
保
険
料
負
担
に
は
、
課

題
が
あ
る
の
で
は
。

答　
統
一
制
度
が
出
来
る
段
階
か

ら
医
療
機
関
ま
で
、
通
院
の
交
通

費
な
ど
の
、
不
平
等
感
が
あ
る
と

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
課

題
に
つ
い
て
は
十
分
に
熟
知
し
て

い
る
の
で
今
後
と
も
話
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
令
和
12
年
の
統
一
を
前
提

に
、
あ
と
４
年
は
町
の
国
保
特
別

会
計
が
続
く
わ
け
だ
が
、
今
回
の

税
率
改
正
後
の
収
支
試
算
の
見
込

み
は
。

答　
基
金
に
つ
い
て
は
令
和
９
年

度
で
枯
渇
す
る
と
見
込
ん
で
い
た

が
、
現
在
令
和
11
年
度
に
お
い
て

１
億
４
、０
０
０
万
円
程
度
保
有

で
き
る
と
試
算
。
医
療
費
の
今
後

に
つ
い
て
は
人
件
費
や
物
価
高
騰

な
ど
医
療
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
試
算
が
難
し
く
減
少
率

を
使
い
医
療
費
等
を
試
算
し
て
い

る
。

▼�

令
和
７
年
度
あ
さ
ぎ
り
町
一
般

会
計
補
正
予
算
第
６
号

健
康
推
進
課

問　
口
腔
ケ
ア
等
の
健
康
教
育
謝

礼
金
が
39
万
１
，
０
０
０
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
主
な
施
策
の
成

果
説
明
書
の
中
で
も
、
歯
科
健
診

の
重
要
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
課
題
等
の
解
決
に
む
け
て
邁
進

し
て
欲
し
い
。

答　
現
在
保
健
師
と
栄
養
士
で
対

応
し
て
い
る
が
、
ど
う
に
か
歯
科

衛
生
士
を
確
保
し
て
事
業
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

企
画
政
策
課

問　
球
磨
焼
酎
蔵
元
給
付
金
に
つ

い
て
は
10
月
に
人
吉
市
が
独
自
に

取
り
組
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

蔵
元
を
守
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
蔵
元
へ
あ
さ
ぎ
り
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
の
支
援
の
考
え
は
。

答　
県
の
振
興
局
か
ら
足
並
み

を
揃
え
て
は
、
と
あ
っ
た
の
で
基

本
原
料
の
加
工
米
に
係
る
部
分
に

つ
い
て
設
定
し
た
。
主
食
用
米
を

使
っ
た
焼
酎
づ
く
り
に
つ
い
て
は

特
に
負
担
が
大
き
い
の
で
こ
の
部

分
を
プ
ラ
ス
し
て
町
独
自
の
設
定

を
し
た
。

農
林
振
興
課

問　
農
林
業
資
材
等
高
騰
対
策
支

援
金
と
農
業
振
興
事
業
補
助
金
と

の
仕
分
け
の
考
え
方
は
。
高
騰
対

策
の
一
時
的
な
単
年
度
事
業
支
援

な
の
か
。

答　
農
業
振
興
補
助
金
の
多
く

は
、
機
械
や
施
設
の
導
入
。
今
年

度
は
、そ
の
予
算
の
中
で
、ス
マ
ー

ト
農
業
、
農
業
機
械
利
用
組
合
や

作
業
受
託
組
織
の
補
助
金
等
を
考

え
て
実
施
し
て
い
る
。
物
価
高
騰

支
援
に
つ
い
て
、
次
年
度
に
つ
い

て
は
現
在
未
定
。

▼
令
和
7
年
度
あ
さ
ぎ
り
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
第
3
号

上
下
水
道
課

問　
量
水
器
検
針
業
務
は
、
ほ

ぼ
人
件
費
だ
と
思
う
が
高
騰
し
た

り
す
る
流
動
的
な
人
件
費
に
つ
い

て
、
見
積
も
り
の
途
中
で
増
額
や

契
約
の
変
更
な
ど
あ
る
の
か
。

答　
業
務
請
負
の
形
で
３
年
間
の

契
約
と
な
る
予
定
。
人
件
費
に
つ

い
て
は
１
年
目
、
２
年
目
、
３
年

目
と
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
積
算
し
て
い
る

の
で
、
３
年
間
の
中
で
変
更
契
約

は
行
わ
な
い
考
え
。

審議内容の抜粋審議内容の抜粋
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２
０
２
６
年
４
月

に
球
磨
の
家
畜
市
場

が
大
津
町
に
あ
る
県
家
畜
市

場
に
統
合
さ
れ
る
。
出
荷
距

離
や
運
搬
費
用
の
負
担
増
な

ど
生
産
者
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
運
搬
費
補
助
等

を
含
む
支
援
策
の
検
討
状
況

と
町
と
し
て
の
取
り
組
み
方

針
は
。

  

町　

長  

　

畜
産
振
興
、
資
源
循
環
型

農
業
は
非
常
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
肉
用
牛

の
生
産
地
と
し
て
の
維
持
が

課
題
。

　
　

今
回
の
質
問
の

き
っ
か
け
は
共
進
会

や
市
場
閉
所
式
の
際
に
聞
か

れ
た
多
く
の
心
配
の
声
だ
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

畜
産
農
家
が
抱
え
る
主
な

課
題
は
経
営
コ
ス
ト
。
特
に

飼
料
価
格
や
労
働
力
不
足
と

高
齢
化
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
だ
と
考
え
る
。

　
　

錦
の
市
場
か
ら
大

津
の
市
場
ま
で
、
高

速
道
路
使
用
で
も
約
１
０
０

㎞
と
遠
距
離
に
な
る
が
、
町

は
ど
う
対
応
を
考
え
る
か
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

規
模
拡
大
し
た
県
の
家
畜

市
場
で
は
、
取
引
の
活
性
化

に
よ
り
高
値
の
取
引
に
繋
が

る
。
運
搬
の
負
担
は
あ
る
が

経
営
の
安
定
も
期
待
さ
れ

る
。

　
　

畜
産
農
家
が
子
牛

を
試
行
運
搬
し
た
際

ス
ト
レ
ス
で
10
㎏
程
痩
せ
て

し
ま
っ
た
と
の
声
も
あ
っ

た
。
養
豚
・
赤
牛
肥
育
農
家

は
今
ま
で
も
大
津
や
関
係
市

場
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
で
運
搬
さ

れ
て
い
る
。
全
て
の
畜
産
農

家
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
も
、
移

転
で
新
た
に
発
生
す
る
負
担

に
つ
い
て
配
慮
や
経
過
的
支

援
が
必
要
で
は
。　

  

町　

長  

　

支
援
策
に
つ
い
て
は
畜
協

か
ら
要
望
説
明
を
受
け
、
助

成
を
考
え
て
い
く
方
向
で
他

町
村
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
会
は
地
域
の
つ
な
が

り
や
社
会
性
を
育
む
重
要
な

場
、
育
成
支
援
策
の
拡
大
を

　
　

人
吉
市
子
ど
も
会

連
合
会
で
は
、「
海
の

子
・
山
の
子
交
流
」
が
な
さ

れ
て
い
る
。
町
内
の
活
動
だ

け
で
な
く
活
動
費
支
援
も
含

め
、
交
流
会
を
計
画
で
き
な

い
か
。

畜産振興の維持支援を

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

錦
市
場
か
ら
約
１
０
０
k
m
先

の
県
市
場

地
域
行
事
へ
の
参
加

  

教
育
長  

　

球
磨
郡
で
も
「
く
ま
っ
こ

リ
ー
ダ
ー
」
を
開
催
し
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
兼
ね
て
体
験
研

修
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
子

ど
も
達
の
自
主
活
動
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
意
味
で
も
既
存

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
工
夫
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

•	�

流
域
治
水
を
踏
ま
え
た
一

体
的
な
水
系
管
理
を

問

問

問問

問

（5）　令和 8 年　2 月発行

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。

一 般 質 問一 般 質 問 11 人が登壇



ポッポー館イルミネーション

　
　

合
併
20
余
年
が
過

ぎ
た
。
本
町
の
町
づ

く
り
で
は
、「
人
が
集
い
支

え
合
う
未
来
へ
つ
な
ぐ
町
」

に
、
町
民
の
意
識
を
高
め 

町
と
し
て
の
取
組
む
姿
勢
を

明
確
に
し
て
行
く
こ
と
を
所

信
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
駅
前
周
辺
の
開
発
・

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
く
の
か
。

  

町　

長  

　

駅
前
に
つ
い
て
は
、
現
在

行
政
と
民
間
事
業
者
に
よ
る

官
民
連
携
手
法
に
よ
り
協
議

を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
幾
度
と
な
く
計
画
の
見
直

し
を
繰
り
返
し
、
周
辺
整
備

は
中
途
半
端
な
整
備
に
な
っ

た
感
が
あ
る
。

　

今
後
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
中

心
地
で
あ
り
利
便
性
、
安
全

性
を
図
り
な
が
ら
活
性
化
に

向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　

合
併
後
の
駅
前
周

辺
整
備
の
状
況
と
経

緯
に
つ
い
て
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

商
工
会
で
の
T
M
O
構

想
・
駅
前
広
場
・
ロ
ー
タ

リ
ー
整
備
・
駅
前
再
開
発
構

想
に
お
い
て
、
に
ぎ
わ
い
と

交
流
拠
点
を
形
成
す
る
準
備

を
始
め
た
。
そ
の
後
、
基
本

構
想
の
見
直
し
で
諸
調
査
を

行
い
、
基
本
理
念
が
策
定
さ

れ
た
。
官
民
連
携
事
業
と
し

て
、
あ
さ
ぎ
り
駅
周
辺
を
民

間
と
の
地
域
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
組
織
の
構
築
に

む
け
話
し
合
い
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　

現
在
、
駅
前
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
状
況
は
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

毎
月
の
あ
さ
ぎ
り
マ
ル

シ
ェ
、
夏
に
は
駅
前
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、
J
A
青
壮
年
・

青
年
団
・
商
工
青
年
部
に
よ

る
ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
ひ
な
ま
つ
り

な
ど
駅
前
施
設
や
広
場
を
活

用
し
て
開
催
し
、
多
く
の

方
々
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
　

く
ま
川
鉄
道
が
来

年
夏
頃
に
は
全
線
開

通
す
る
。
駅
前
周
辺
は 

用

地
の
確
保
が
で
き
た
。
旧
来

の
道
の
駅
化
構
想
や
石
蔵
の

活
用
を
、
商
工
会
・
J
A
・

町
と
の
三
者
の
連
携
を
深

め
、
協
議
会
を
立
上
げ
て
は

ど
う
か
。

  

町　

長  

　

町
の
産
業
の
発
展
も
含

め
、
三
者
で
の
懇
談
会
の
設

置
は
可
能
だ
と
思
う
。

あさぎり駅周辺整備は

森
も り お か

岡　勉
つとむ

 議員

芝生広場イルミネーション

問

問問

問

あさぎり町議会だより　No.85　（6）

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。

※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。



　
　

6
年
度
上
総
合
運
動

公
園
周
辺
の
ヒ
ノ
キ

約
80
本
伐
採
委
託
費
を
農
林

振
興
課
の
町
有
林
伐
採
委
託

費
積
算
資
料
等
を
基
に
検
証

し
た
。
ヒ
ノ
キ
80
本
約
70
・

52
㎥
、
見
直
し
た
委
託
費
は

67
万
４
千
８
７
６
円
で
あ
っ

た
。
過
剰
と
思
わ
れ
る
支
出

は
２
９
２
万
６
千
５
２
４
円

で
あ
り
町
の
損
失
と
な
る
。

予
算
の
根
拠
が
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

  

町　

長  
  

決
算
認
定
に
お
い
て
付
帯

決
議
を
い
た
だ
い
た
の
で 

今
後
に
つ
い
て
は
処
分
の
際

に
検
証
を
行
っ
て
い
く
と
答

え
た
。

皆
越
地
区
の
将
来
像
は

　
　

公
民
分
館
と
し
て

使
用
し
て
い
る
旧
皆

越
分
校
の
写
真
だ
が
、
皆
越

地
区
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

し
た
い
の
か
。

  

町　

長  
  

現
在
13
世
帯
と
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
集
落
の

存
続
も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
ま
た
災
害
箇
所
の
復
旧

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で 

皆
越
地
区
民
に
は
非
常
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
防
災
の

観
点
か
ら
も
危
険
区
域
と
い

う
も
の
が
全
て
に
か
か
っ
て

い
る
。
今
後
も
区
民
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
地
域
の
在

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

集
落
支
援
員
の
配

置
は
で
き
な
い
か
。

  

総
務
課
長  

　

配
置
が
可
能
と
な
れ
ば
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が 

区
長
さ
ん
方
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

旧
皆
越
分
校
は
8

年
度
解
体
の
計
画
だ

が
、区
民
は
残
し
て
避
難
所
・

公
民
分
館
と
し
て
使
用
し
た

い
と
の
要
望
だ
が
。

  

教
育
課
長  

　

計
画
で
は
解
体
と
な
っ
て

い
る
が
、
令
和
８
年
度
で
の

解
体
計
画
は
な
い
。

　
　

巨
大
地
震
時
は
孤
立

集
落
と
な
る
。
避
難
所

は
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

総
務
課
長  

　

現
状
の
施
設
を
活
用
す
る

に
は
改
修
の
必
要
が
あ
る
。

民
家
の
活
用
も
探
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

道
路
舗
装
復
旧
は 

い
つ
か
ら
始
め
る
の

か
。

  

建
設
課
長  

　

８
年
度
・
９
年
度
で
計
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ヒノキ伐採委託費２９２万６千円が
過剰支出か

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

テニスコート横のヒノキ伐採

区民による旧皆越分校の奉仕作業

問

問

問 問

問

問

そ
の
他
の
質
問

•	�

物
価
高
騰
対
策
は
、
お
米

券
以
外
を
検
討
す
べ
き

•	

く
ま
川
鉄
道
全
線
開
通
に

合
わ
せ
、
プ
レ
バ
ト
番
組
の

絵
画
・
水
彩
画
等
の
展
示
を

※
プ
レ
バ
ト

T
B
S
系
列
で
放
送
さ
れ
て
い

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

（7）　令和 8 年　2 月発行

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から町政について質問します。 ※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。一 般 質 問一 般 質 問



　
　

令
和
2
年
7
月
4

日
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
全

線
運
休
に
な
っ
た
が
、
鉄
道

で
の
復
旧
を
決
め
上
下
分
離

方
式
を
導
入
、
肥
後
西
村
駅

か
ら
湯
前
駅
間
で
の
部
分
運

行
を
再
開
し
な
が
ら
、
待
ち

に
待
っ
た「
全
線
運
行
再
開
」

が
令
和
8
年
度
上
半
期
に
予

定
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　

　

鉄
道
は
観
光
振
興
だ
け
で

な
く
、
通
勤
・
通
学
な
ど
地

域
を
支
え
る
重
要
な
交
通
手

段
と
し
て
、
そ
の
役
割
は
大

き
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
１

市
９
町
村
が
鉄
道
事
業
者
と

一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
を

図
り
、
観
光
振
興
に
よ
る
交

流
人
口
を
増
や
す
た
め
に 

東
免
田
駅
・
あ
さ
ぎ
り
駅
・

お
か
ど
め
幸
福
駅
周
辺
の
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

全
線
運
行
に
向
け
て
、
思
い

と
期
待
す
る
こ
と
は
。

  
町　

長  

　

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の

に
な
る
と
感
じ
、
高
校
生
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
日
常

的
に
利
用
す
る
こ
と
、
観
光

面
で
の
活
性
化
策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

教
育
長  

　

田
園
を
支
え
る
南
稜
高
校

は
大
事
な
高
校
で
あ
り
、
あ

さ
ぎ
り
町
は
包
括
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
魅
力
化
を
共
同

し
て
進
め
て
い
く
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

鉄
道
利
用
促
進
を
図
る
た

め
の
、
人
吉
・
球
磨
の
協
議

会
が
令
和
８
年
１
月
に
設
立

さ
れ
る
の
で
、
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

旧
免
田
町
が
策
定
し
た 

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
「
花

と
レ
ー
ル
サ
イ
ド
活
き
活
き

プ
ラ
ン
」
か
ら
今
度
は
、
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
プ
ラ
ン

へ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
知

恵
を
出
し
あ
っ
て
い
き
た

い
。

くま川鉄道の全線運行再開に向けて

山
や ま ぐ ち

口　和
か ず ゆ き

幸 議員

問

球磨川第４橋梁の被害を受けた当時の様子と復旧中の橋梁の様子

くま川鉄道（左からおかどめ幸福駅、あさぎり駅、東免田駅）

あさぎり町議会だより　No.85　（8）
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2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　
　

本
町
で
は
過
疎
化

が
進
行
し
て
お
り
地

域
資
源
の
維
持
も
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
町
の
弓
道
施
設
は
長
年

に
わ
た
り
青
少
年
の
育
成
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
競

技
力
の
向
上
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
特
に
町

内
の
弓
道
団
体
は
、
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
数
々

の
競
技
会
に
お
い
て
す
ぐ
れ

た
成
績
を
収
め
て
お
り
、
今

や
町
の
誇
り
と
も
言
え
る
存

在
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

現
在
の
弓
道
場
は
か
な
り
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
安
全
性

や
快
適
性
に
多
く
の
課
題
が

あ
る
ほ
か
、
遠
的
練
習
場
が

未
整
備
で
あ
る
た
め
今
後
の

競
技
力
向
上
の
妨
げ
に
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

  

教
育
課
長  

　

弓
道
施
設
は
昭
和
47
年
度

に
建
設
さ
れ
築
53
年
が
経
過

し
て
い
る
。
定
期
点
検
は
行

わ
な
い
が
、
要
望
が
あ
っ
た

場
合
に
修
繕
で
対
応
を
し
て

お
り
、
令
和
６
年
度
は
腐
食

し
た
床
の
張
替
え
を
行
っ
た
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
や
蛍
光
灯
の
ソ

ケ
ッ
ト
、
防
護
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
業
者
に
見
積
り
を
取

り
、
今
後
対
応
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
　

弓
道
団
体
か
ら
は

こ
れ
ま
で
に
、
令
和

２
年
２
月
、令
和
３
年
10
月
、

令
和
５
年
８
月
と
３
回
の
陳

情
が
上
が
っ
て
お
り
足
か
け

８
年
が
経
過
し
た
。
武
道
人

口
の
減
少
や
施
設
整
備
後
の

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
懸
念
も

あ
る
が
、
弓
道
文
化
の
継
承

と
発
信
に
よ
り
地
域
活
力
の

維
持
と
誇
り
の
再
構
築
、
若

年
層
の
定
着
と
礼
節
・
集
中

力
・
継
続
力
の
育
成
、
交
流

人
口
の
増
加
な
ど
効
果
も
あ

る
。
団
体
の
切
な
る
願
い

は
、
シ
ン
プ
ル
な
遠
的
練
習

場
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
多
種
多

様
な
補
助
金
制
度
を
活
用
し

町
の
財
政
負
担
を
抑
え
な
が

ら
整
備
に
動
き
出
せ
な
い
も

の
か
。

  

町　

長  

　

こ
れ
か
ら
新
し
く
整
備
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
人
口
減

少
と
い
う
も
の
を
前
提
に
考

え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
弓
道
施

設
の
管
理
状
況
で
、
町
が
整

備
し
た
場
合
の
使
い
勝
手
や

東
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
の
関

係
な
ど
広
域
的
な
観
点
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
隣
接
町
村

等
と
対
話
を
持
ち
な
が
ら
協

議
し
て
い
く
。

※�

弓
道
用
語

 

・
遠
的
は
60
ｍ
・
近
的
は
28
ｍ

弓道施設の改修と遠的練習場の
増設は

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

全国レベルで活躍を続ける町内の弓道部選手

築 53年の弓道場

問

問

（9）　令和 8 年　2 月発行

一 般 質 問一 般 質 問

2 次元コードで各議員の
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空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　

防
災
、
衛
生
、
景

観
等
地
域
住
民
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
が
出
始
め

て
い
る
が
町
の
対
策
は
。

  

町　

長  

　

実
態
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
検
討
し
適
切
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
、
須
恵
地
区
27
戸
、
深
田

地
区
68
戸
、合
計
６
７
４
戸
。

対
策
と
し
て
は
、
住
民
の
方

か
ら
苦
情
あ
る
い
は
相
談
等

が
あ
っ
た
時
に
、
所
有
者
の

方
へ
適
正
な
管
理
を
お
願
い

す
る
通
知
を
発
し
て
き
た
。

　
　

平
成
26
年
に
「
空
家

対
策
特
別
措
置
法
」
が

成
立
し
、
市
町
村
は
次
の
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

①
実
態
調
査　
　
　
　
　
　

②
所
有
者
へ
適
切
な
管
理
の

指
導　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
跡
地
に
つ
い
て
の
活
用
促
進

④
「
特
定
空
家
」
を
指
定
し 

助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令

　

こ
の
法
律
に
基
づ
く
町
の

対
策
は
。

  
総
務
課
長  

　

法
律
に
基
づ
き
「
空
家
対

策
計
画
」
を
策
定
し
て
、
空

き
家
に
関
す
る
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

空
き
家
の
活
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。

  

町　

長  

　
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」

の
周
知
が
必
要
と
感
じ
て
い

る
。
実
行
あ
る
対
策
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。

物
価
高
対
策
に
つ
い
て

　
　

国
の
物
価
高
対
策

に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
受
け
取
り
方
を
さ
れ
て

い
る
か
。

  

町　

長  

　

国
も
物
価
高
対
策
を
最
優

先
と
し
て
第
1
の
柱
に
掲
げ

て
い
る
の
で
、
本
町
も
迅
速

か
つ
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

物
価
高
騰
対
策
の

実
施
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

現
時
点
で
は
、
不
透
明
。 　

　

国
の
物
価
高
対
策

に
加
え
て
、
あ
さ
ぎ

り
町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策

も
必
要
で
は
な
い
か
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

こ
れ
ま
で
も
、
一
般
財
源

を
活
用
し
な
が
ら
実
施
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
に

お
い
て
も
そ
う
い
っ
た
形
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

空き家対策及び物価高対策について  

加
か と う

藤　弘
ひろし

 議員

空き家の繁茂状況

　
　

空
き
家
の
状
況
及

び
、
こ
れ
ま
で
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
空
き
家
対

策
を
行
っ
て
き
た
か
。

  

総
務
課
長  

　

上
地
区
２
５
６
戸
、
免
田
地

区
２
３
４
戸
、
岡
原
地
区
89

そ
の
他
の
質
問

•	�

空
き
家
に
関
す
る
税
制
措

置
に
つ
い
て

•	

物
価
高
対
策
に
対
す
る
財

源
に
つ
い
て

問問

問

問問

問
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８
月
下
旬
に
「
あ
さ

ぎ
り
町
の
未
来
を
考
え

る
会
」
よ
り
、
２
、１
４
６
名

の
署
名
と
共
に
同
時
選
挙
に

つ
い
て
、
議
会
へ
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。
議
会
は
こ
れ

を
受
け
て
、
９
月
定
例
会
で

地
方
自
治
の
未
来
を
創
る
調

査
特
別
委
員
会
へ
付
託
し 

協
議
を
始
め
て
い
る
。
議
会

の
解
散
に
つ
い
て
は
、
３

つ
（
住
民
か
ら
の
解
散
請
求  

長
に
よ
る
解
散
、自
主
解
散
）

の
方
法
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
責
任
が
大
き
く
、
重
い
。

同
時
選
挙
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
経
費
削
減
、
有
権
者
の

利
便
性
向
上
と
投
票
率
の
上

昇
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
４
年
間

の
議
員
任
期
を
途
中
放
棄
す

る
こ
と
へ
の
批
判
、
町
長
の

途
中
辞
職
に
よ
り
同
時
選
挙

で
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

等
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様

な
事
か
ら
同
時
選
挙
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
は
。

  

町　

長  

　

議
会
で
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
特
別
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
し
た
い
。

く
ま
川
鉄
道
の
今
後
に
つ
い
て

　
　

令
和
７
年
10
月
24

日
、
国
土
交
通
大
臣

は
、
く
ま
川
鉄
道
の
鉄
道
事

業
再
構
築
実
施
計
画
を
認
定

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
被
災

し
、
部
分
運
行
が
続
く
路
線

を
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
公
有
民
営
方
式

の
「
上
下
分
離
方
式
」
で
再

建
し
、
令
和
８
年
度
上
半
期

の
全
線
運
行
再
開
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
認
定
に
よ

り
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

事
業
が
本
格
的
に
始
動
す
る

が
、
町
の
今
後
の
対
策
等
に

つ
い
て
は
。

  

町　

長  

　

令
和
２
年
７
月
被
災
後  

12
月
に
特
定
大
規
模
災
害
等

鉄
道
施
設
災
害
復
旧
補
助
を

活
用
。
こ
の
制
度
を
適
用
す

る
た
め
に
は
、「
上
下
分
離

方
式
」
が
必
須
条
件
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
３
月
、
上
下
分
離
の
基
本

事
項
に
つ
い
て
、
県
と
地
元

10
市
町
村
で
確
認
書
を
締
結

し
て
い
る
。
上
下
分
離
後
の

運
用
費
用
及
び
財
源
は
基
本

的
に
は
現
在
の
会
社
の
事
業

を
、
２
分
割
す
る
の
で
上
下

分
離
を
要
因
と
し
て
経
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ

れ
る
。

町長及び町議会議員の同時選挙は

豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一 議員

全線再開が待たれるくま川鉄道

問

問
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商
工
業
振
興
補
助
金
の
制
度

改
善
に
つ
い
て

　
　

商
工
業
振
興
補
助

金
は
、
創
業
や
事
業

承
継
、
事
業
継
続
・
拡
大
を

支
え
る
重
要
な
制
度
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
申
請
件
数

や
効
果
、
ま
た
要
綱
第
5
条

で
は
「
消
耗
品
費
・
研
修
費

は
対
象
外
」
と
し
な
が
ら 

別
表
で
は
一
部
を
認
め
て
お

り
、
条
文
の
整
合
性
に
問
題

が
あ
る
。
事
業
者
が
誤
解
し

な
い
よ
う
基
準
を
明
確
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

こ
の
補
助
金
は
令
和
元
年

度
か
ら
開
始
し
、
7
年
間
で

３
０
８
件
の
申
請
、
交
付
額

は
約
６
、４
７
８
万
円
で
あ

る
。
要
綱
の
表
記
と
運
用
に

不
整
合
が
あ
る
点
は
認
識
し

て
お
り
、
現
在
は
個
別
に
内

容
を
確
認
し
て
判
断
し
て
い

る
。
商
工
会
か
ら
も
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
次
年

度
に
向
け
要
綱
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　

新
規
創
業
や
事
業

承
継
で
商
工
会
加
入

を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
任

意
加
入
の
公
的
団
体
へ
の
加

入
を
補
助
条
件
と
す
る
の
は

公
平
性
に
疑
問
が
あ
る
。
ま

た
、
補
助
上
限
50
万
円
・
1

回
限
り
の
制
度
は
、
物
価
高

騰
や
設
備
更
新
を
考
え
る
と

十
分
と
は
言
え
な
い
。
再
申

請
や
D
X
・
人
材
育
成
分

野
へ
の
拡
充
は
。

街
路
灯
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

町
内
の
街
路
灯
は

設
置
か
ら
36
年
以
上

経
過
し
、
倒
壊
の
お
そ
れ
や

球
切
れ
に
よ
る
暗
所
が
発
生

し
て
い
る
。
安
全
確
保
の
た

め
、
危
険
な
街
路
灯
は
早
期

撤
去
や
防
犯
灯
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
で
は
な
い
か
。

  

町　

長  

　

町
内
に
は
１
１
８
基
の
街

路
灯
が
あ
り
、
老
朽
化
は
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
現
地

確
認
を
行
い
、
危
険
箇
所
の

撤
去
や
必
要
に
応
じ
た
防
犯

灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を 

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

商工業振興補助金の見直しと
街路灯の整備を

岩
い わ も と

本　恭
や す の り

典 議員

  
商
工
観
光
課
長  

　

商
工
会
加
入
は
、
経
営
指

導
を
通
じ
持
続
可
能
な
事
業

を
行
っ
て
も
ら
う
目
的
で
設

け
て
い
る
。
上
限
額
や
再
申

請
、
D
X
分
野
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
他
の
補
助
制

度
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
、
次
期
改
正
時
に
検
討
し

た
い
。

暗くて危険な箇所がある学校周辺の街灯 ( 昼夜比較 )

問

問

問

あさぎり町議会だより　No.85　（12）

一 般 質 問一 般 質 問

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　
　
「
あ
さ
ぎ
り
町
産
米

を
歌
舞
伎
座
で
活
用
」

と
新
聞
・
広
報
紙
等
に
掲
載

さ
れ
た
。
農
家
と
の
懇
談
や

試
食
を
経
て
使
用
を
始
め
た

と
い
う
事
で
あ
り
、
高
橋
取

締
役
に
よ
る
と
歌
舞
伎
座
が

題
材
の
「
国
宝
」
が
ヒ
ッ
ト

し
た
影
響
も
あ
り
、
歌
舞
伎

座
内
の
飲
食
店
利
用
は
増
加

傾
向
で
あ
る
。
町
長
も
「
町

産
米
を
売
り
出
す
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
。
多
く
の
方
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
事
だ
が
、
町
民
・
生
産
者
・

関
東
ふ
る
さ
と
会
の
声
は
聞

こ
え
た
か
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

お
い
し
い
米
が
東
京
の
真

ん
中
で
、
お
弁
当
と
し
て
提

供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

で
、
町
の
農
産
物
に
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
東
京

の
企
業
も
お
ら
れ
た
よ
う

だ
。

　
　

米
以
外
の
取
り
組

み
は
。　

  

商
工
観
光
課
長  

　

歌
舞
伎
座
で
、
物
産
販
売

会
が
で
き
な
い
か
と
い
う
打

診
も
あ
る
の
で
、
町
内
の
事

業
所
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け

て
、
販
売
で
き
る
商
品
の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
を
図
り
、
販
売
会

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

所
管
課
が
企
画
政
策
課
に

な
っ
て
い
る
が
、
関
東
会
の

方
に
も
P
R
し
て
い
く
。

　
　

交
流
ス
ペ
ー
ス
は 

1
時
間
１
、２
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
利
用
人
数

に
つ
い
て
は
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

人
数
に
つ
い
て
は
定
め
て

い
な
い
。時
間
当
た
り
の
単
価
。

　
　

施
設
管
理
に
つ
い

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
令
和
７
年
度
か

ら
と
い
う
事
だ
が
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
常

駐
的
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
本
格
稼
働
と

な
っ
て
お
り
、
受
付
業
務
等

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い

う
よ
り
も
シ
ル
バ
ー
人
材
の

方
に
委
託
を
し
て
い
る
状
況
。

あさぎり産米の活用について
 

皆
み な ご し

越　てる子
こ

 議員

　
　

歌
舞
伎
座
ご
用
達

に
あ
さ
ぎ
り
町
産
米

が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
を
、

関
東
ふ
る
さ
と
会
に
伝
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
。

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
に
つ
い
て

　
　

A
L
O
T
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

交
流
ス
ペ
ー
ス
が
22

件
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

５
４
２
件
。

あさぎり町産ヒノヒカリを使用したお弁当

東京銀座にある歌舞伎座

問

問

問

問

問問
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小
こ ま つ

松　英
え い い ち

一 議員

令和 8年度の主要な政策の展開は

　
　

町
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
町
民
は

待
ち
望
ん
で
い
る
。
町
長
就

任
後
３
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
町
長
の
所
感
は
。

  

町　

長  
　

就
任
後
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
課
題

の
複
雑
化
や
多
様
化
を
感

じ
、
役
場
職
員
時
代
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
事

案
も
経
験
し
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
一
つ
ず
つ
着

実
に
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
、
町
政
を
舵
取
る
上
で
は

大
変
重
要
な
課
題
だ
と
捉
え

て
い
る
。
公
約
に
掲
げ
て
い

る
５
つ
の
政
策
の
成
果
検
証

は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

１
期
目
の
任
期
が

残
り
１
年
と
な
る
令

和
８
年
度
で
、
ど
の
よ
う
な

政
策
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
。

  

町　

長  

　

防
災
・
減
災
対
策
の
た
め

の
避
難
所
の
空
調
設
備
の
整

備
、
水
道
施
設
の
整
備
、
小

学
校
の
大
規
模
改
修
に
備
え

る
た
め
の
学
校
施
設
整
備
基

金
の
積
み
増
し
、
文
化
財
の

修
復
や
上
総
合
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
等
に
も

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

　
　

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
は
、
概
ね

計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
の

か
。

  

教
育
課
長  

　

現
在
15
の
部
活
動
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
柔
道
部
と
剣

道
部
が
、
令
和
８
年
度
か
ら

地
域
展
開
す
る
協
議
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
他
の
部
活
動

は
、
受
け
皿
と
な
る
指
導
者

の
確
保
等
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。 　

　

10
年
後
の
あ
さ
ぎ

り
中
学
校
の
生
徒
数

は
、
１
学
年
お
よ
そ
80
名 

３
学
年
で
２
４
０
名
程
度
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
前
提
に
し
た
地
域
移

行
に
な
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

  

教
育
長  

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
は
、
郡

内
に
お
い
て
学
校
単
独
で
大

会
に
参
加
し
て
い
る
チ
ー
ム

が
多
い
中
学
校
だ
が
、
複
数

の
学
校
か
ら
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
参
加
し
て
、
中
体
連
大
会

等
に
出
場
し
て
い
る
と
い
う

現
実
も
あ
る
。
今
後
、
部
活

動
の
地
域
展
開
は
、
人
吉
球

磨
全
体
で
大
き
な
組
織
と
し

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。  

上総合運動公園テニスコート

問問

問

問
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新公会計改革について

小
こ み た

見田　和
か ず ゆ き

行 議員 　
　

現
金
主
義
の
現
在

の
公
会
計
に
、
発
生

主
義
、
複
式
簿
記
を
採
用
し

た
新
公
会
計
を
加
え
る
こ
と

で
、
よ
り
財
政
の
健
全
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
も

推
進
し
て
い
る
が
公
会
計
改

革
の
意
義
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

  

町　

長  

　

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
公

会
計
の
整
備
は
、
現
金
主
義

会
計
で
は
見
え
な
か
っ
た
行

政
運
営
コ
ス
ト
や
、
保
有
す

る
資
産
、
負
債
の
全
体
像
が

見
え
る
事
が
可
能
と
な
り
、

将
来
の
展
望
に
不
可
欠
な
財

政
基
盤
の
強
化
の
た
め
に

も
、
今
後
自
治
体
運
営
に
欠

か
せ
な
い
取
組
み
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
国
、
県

の
状
況
が
現
状
と
変
わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に

導
入
は
遅
れ
て
い
る
。

　
　

先
進
地
で
は
正
確

さ
を
求
め
る
た
め

「
日
々
仕
訳
」
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
に
向
け
た
目
途
は
あ
る

か
。

  

財
政
課
長  

　

90
％
の
自
治
体
は
「
一
括

仕
訳
」
で
あ
り
、
全
国
的
に

も
ま
だ
業
務
委
託
に
よ
る
自

治
体
が
多
い
の
が
現
実
で
あ

る
。「
日
々
仕
訳
」
に
は
専

門
的
知
識
と
専
属
ス
タ
ッ
フ

が
必
要
に
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
先
の
課
題
と
捉
え
て
い

る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
に
お

い
て
も
、
平
成
22
年

か
ら
令
和
５
年
ま
で
、
委
託

料
を
支
出
し
な
が
ら
新
地
方

公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
政

書
類
の
公
表
が
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
ど
の
様
に
活

用
し
た
の
か
。

  

財
政
課
長  

　

個
別
施
設
計
画
と
公
共
施

設
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し

を
実
施
す
る
際
、
固
定
資
産

台
帳
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
組
織
の
構

築
に
つ
い
て

　
　

地
域
課
題
の
克
服

に
向
け
、
わ
が
町
既

存
の
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・

あ
さ
ぎ
り
商
社
・
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・

A
L
O
T
等
を
連
携
し
、
住

民
自
治
を
支
え
る
支
援
組
織

の
必
要
性
を
考
え
る
が
、
こ

れ
ら
の
組
織
の
今
後
の
活
用

策
は
。

  

町　

長  

　

ひ
と
つ
の
組
織
化
は
非
常

に
課
題
が
あ
る
が
可
能
性
を

は
か
っ
て
み
た
い
。

問

問

問

問
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９
月
17
日

所
管
施
設
の
雑
草
繁
茂
状
況
等
の
今
後
に
つ
い
て

•
学
校
施
設
及
び
周
辺
の
状
況
の
確
認

•�

通
学
路
危
険
箇
所
（
改
善
さ
れ
て
い
な
い
箇 

所
）
の
現
地
視
察
等
検
討
審
議
。

10
月
１
日

　

第
４
期
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
振
興
基
本
計
画（
案
）

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
小
学
校
規
模

に
関
し
、
児
童
数
の
推
移
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の

再
編
成
計
画
に
つ
い
て
や
、
具
体
的
に
編
成
案
を

示
し
て
か
ら
５
年
間
か
か
る
た
め
危
機
感
を
も
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

11
月
27
日
（
木
） 

〇
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
正

ご
み
処
理
施
設
へ
の
持
ち
込
み
手
数
料

現
行
10
キ
ロ
当
た
り
1
０
０
円
か
ら
１
５
０
円
へ

引
き
上
げ

＊
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

増
加
等
に
よ
る
。

〇
火
葬
料
金

人
吉
・
免
田
・
水
上
の
3
斎
場
で
異
な
っ
て
い
た

料
金
体
系
を
統
一

大
人
体
使
用
区
域
１
５
、０
０
０
円 

区
域
外
４
５
、0
0
0
円

＊
改
定
後
の
料
金
は
、
現
在
の
県
内
平
均
額
に
合

わ
せ
て
設
定
さ
れ
た
。

◆
審
査
事
件

令
和
7
年
9
月
8
日
付
託

球
磨
川
水
系
田
頭
川
に
架
か
る
取
水
堰
の
改
修
に

関
す
る
要
望
に
つ
い
て

•
審
査
の
経
過
及
び
意
見

令
和
7
年
12
月
1
日　

現
地
調
査
及
び
委
員
会
を

開
催

　

農
林
振
興
課
立
ち
合
い
の
も
と
、
現
況
及
び
今

後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
受
け
る
。
委

員
会
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
要
望
書
の
内
容
の
通

り
施
設
の
設
置
か
ら
相
当
数
の
年
月
を
経
過
し
、

老
朽
化
し
て
い
る
状
況
を
確
認
で
き
た
。
今
後
の

自
然
災
害
等
に
甚
大
な
被
災
の
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
早
急
に
事
業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
等
の
意

見
が
あ
が
る
。

　

要
望
に
対
し
て
反
対
意
見
は
な
く
、
採
択
す
べ

き
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

総
務
建
設
経
済
常
任
員
会田頭川取水堰

学校区別児童生徒数調べ（未就学児童）
③再来年度入学②来年度入学①本年度入学

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 合計
（R7 入学）

R6.4.2~
R7.4.1

R5.4.2~
R6.4.1

R4.4.2~
R5.4.21

R3.4.2~
R4.4.1

R2.4.2~
R3.4.1

H31.4.2~ 
R2.4.1

H30.4.2~
H31.4.1

上 小 学 校 12 16 14 28 22 25 14 131
免田小学校 26 40 46 30 38 33 51 264
岡原小学校 5 9 10 9 17 17 12 79
須恵小学校 2 6 7 6 7 8 11 47
深田小学校 7 6 11 8 5 9 11 57
合 計 52 77 88 81 89 92 99 578

12
月
１
日

救
護
施
設
し
ら
が
ね
寮
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

は
町
営
で
運
営
。

◎�

譲
渡
価
格
の
設
定
や
譲
渡
内
容
に
つ
い
て
の
検

討
。
経
営
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

人
材
不
足
の
中
で
の
処
遇
改
善
・
公
募
要
項
の

見
直
し
等
の
質
疑
が
あ
り
、
今
後
も
基
本
は
民

間
移
譲
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
し
っ
か
り

出
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
よ
う
意
見
が
あ
が
っ

た
。　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
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常任委員会視察研修報告
　令和７年 11月 10～ 11日に、議員のなり手不足対策、支所機能の業務委託等の内容等を目的に、県内の大津
町、高森町の視察研修を実施した。

2. 高森町
①支所機能の郵便局への委託について
　草部出張所の業務を草部郵便局、野尻出張所の業務を津留
郵便局へ委託。業務内容は、証明書交付事務、証明書交付等
事務以外の行政事務等ほとんど行う。

●�大津町では約４年をかけて検討会議、特別委員会で、活
動量調査、町民との意見交換会、町民への理解促進キャ
ンペーンの実施などを経て令和６年12月に報酬増の条例
可決がされている。本町でも、議員のなり手不足は大き
な課題である。そのひとつが議員報酬の検討だが、これ
から、活動量調査等を始めに徐々に協議していきたい。

●�現在も、全国各地で災害が発生している。大津町議会で
は、策定後、町の防災訓練と併せて、訓練を実施している。
当町でも、災害時の行動指針等を定める等、早急な対応
が必要と感じた。

●�令和７年４月から本格稼働されており、地域住民からも 
日頃慣れ親しんだ郵便局で、不便になったとの声は聞か
ないという事だった。経費も出張所の時よりも半分以下
で収まっているとの事。ただ、高森町長も言われたが  
合併町村としなかった所は、事情も各々違いもあるので 
慎重に検討した方が良いと感じた。

１. 大津町
①議員報酬額改正について
　令和３年度の議員選挙は無投票であったことから、令和４年 11月に議会活性化検討会議を設置し、「議
員のなり手不足対策」「町民との接点」の視線で、①町民との接点（交流）②議員定数③議員報酬④政務活
動費の４項目について検討。
　令和５年９月に「議会活性化特別委員会」を設置し、議会活性化検討会議の答申を踏まえ、「特別委員会」
として調査し結論を得る。

②�議会BCP（大規模災害時に、議会の機能を維持し、住民ニーズを迅速に反映するための行動指針を策定）について
　平成 28年４月 14日、16日の熊本地震（震度５～６強）により６月定例会を８月に延期。会期は１日
に短縮された。これを教訓に指針を定め、非常時でも議会を止めずに議会運営を継続可能となる。

（文責　豊永　喜一）

所 感

所 感

所 感
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１２月２２日　金子国土交通省大臣表敬訪問

商工会女性部から綺麗なお花を頂きました。

 ありがとうございました！ ありがとうございました！

○ 11月 12日　第 69回町村議会議長全国大会　東京都　NHKホール
　総理大臣代理として尾崎内閣官房副長官、額賀衆議院議長、関口参議院議長、鈴木自民党幹事長他、多
数の国会議員ご臨席のもと、議事として、地方の地域活力が減退していくなかであっても「町村の課題克
服に向け、一致結束して果敢に行動していく」ことを宣言し、地方創生を切れ目なく強力に推進するよう
に求める特別決議や、町村の安定的な財政運営に必要な地方交付税等の一般財源総額の増額確保・充実等
を求める特別決議も全会一致で採択された。

○ 11月 13日　産業行政視察
　富山県南砺市「エコビレッジ構想及び SDGs モデル事業」について研修、「自立と循還で目指す、一流
の田舎」というコンセプトのもと、再生可能エネルギーや、産業、福祉、教育分野まで幅広く事業を展開
されており、あさぎり町にも参考になる事例も多くあった研修であった。

町村議会議長全国大会と産業行政視察

議員との意見交換会
お申込みはこちらまで

　氏名、連絡先、内容等の必要事項を下記の
いずれかの方法で連絡をお願いします。
■電　話
　議会事務局  ４７－０３１２（直通）
■お問い合わせフォーム
　地方自治の未来を創る
　調査特別委員会

■議会だよりについて
　アンケートをお願いします。

表
敬
訪
問
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月　　日 行　　事　　名 参　加　者

1 1
月

3 日 令和 7年度第 19回白髪神社奉納少年剣道（上） 議長

4日
議員懇談会・全員協議会、公共施設マネジメント調査特別委員会、総務
建設経済常任委員会

議員

6日 熊本県町村議会広報クリニック研会（熊本県自治会館） 広報調査特別委員

8日 令和 7年度人吉球磨地域植樹祭（千望展望所　他） 議長

10日～ 11日 常任委員会研修（大津町、高森町） 議員

12日～ 14日 第 69回議長全国大会、　産業行政視察（東京都　他） 議長

15日
多良木町合併 70周年記念式典（多良木町）
第 18回あさぎり町福祉まつり（須恵文化ホール）

議長
副議長

18日 上球磨正副議長会、椎葉村・西米良村との交流会（湯前町） 正副議長

21日 全員協議会 議員

26日 第 2回畜産振興ふれあい祭り（錦町）、郡定例議長会（人吉市） 議長　他

29日
水上村村政施行 130周年記念式典（水上村）、村道松本大坂間線松本橋
完成式（球磨村）

議長

1 2
月

1 日
常任委員会、議員懇談会・全員協議会
第6回地方自治の未来を創る調査特別委員会

議員

2日 議会運営委員会 議会運営委員

5日 総務建設経済常任委員会、全員協議会 議員

7日 第 26回球磨人吉消防ラッパ吹奏競技大会（須恵文化ホール） 議長

9日 議会運営委員会、全員協議会 議員

9日～ 12日 12月定例会 議員

11日 厚生文教常任委員会厚生厚生文教常任委員会、連合審査会 議員
12日 広報調査特別委員会 広報調査特別委員

19日 第 12回中学生議会 議員

22日～ 23日 金子国土交通大臣表敬訪問（要望書提出）他（東京都） 議員

24日
第 7回地方自治の未来を創る調査特別委員会
定例郡議長会及び正副議長・議会事務局合同会議（人吉市）

議員
正副議長

1
月

4 日 令和 8年あさぎり町二十歳の成人式（須恵文化ホール） 議員

5日 議員懇談会・全員協議会、公共施設マネジメント調査特別委員会 議員

8日
広報調査特別委員会、令和 8年あさぎり町産業活性化協議会「新春の集い」
（ポッポー館）

議員

11日 あさぎり町消防団出初式（向町河川公園） 議員

13日 議会運営委員会、全員協議会 議員

14日 認定農業者協議会とあさぎり町議会と農業委員との合同勉強会（町内飲食店）議員

15日 第 7回会議、第 8回地方自治の未来を創る調査特別委員会、広報調査特別委員会 議員

18日 令和 8年度上球磨消防団連合会放水競技大会（多良木町） 議長

19日 定例郡議長会（錦町） 議長

20日 総務建設経済常任委員会、熊本県町村議会議員研修（オンライン） 議員

27日 広報調査特別委員会 正副委員長

11 月〜 1 月活動内容一覧
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私の趣味はランニング、サイクリング、ソロツーリング。これらの趣味は私と私に付随す

る自転車やバイク、車等の道具という重量ある物体が空間を移動する現象を嗜んでいると解

釈できる。これらの重さもしくは速さが大きくなるに従って物理的にはエネルギーが大きく

なるが、社会的には責任が大きくなる。

近年は軽自動車でも重さは 1000 キロ弱だ。1000 キ

ロの物体が高速でなくとも何かにぶつかると大きな破

壊力になるのは想像に難くない。

私の長女は今年小学 4年となり家から小学校への全

行程を歩いて登校できるようになった。彼女は小学生

が車から見え辛い事を理解しておりこれまで歩いて登

校することに不安があった。しかし近所の年上・年下

の登校班の子どもたちの支えが有ってその心配を乗り

越えることが出来たのだ。彼女らが集まって登校する

ことのなんと尊いことか。

町には登校ルートの安全確保に今一度目を向けて欲しい。車通りが多い割に歩道整備が行

き届いていない、横断歩道の見通しが悪い、そのような箇所は子どもたちの注意力に甘えず

こちらで整えてあげるのも大人の社会的責任のはずだ。

また行政に求めるだけでなく、まず私自身も車を運転するという社会的責任の重さをしっ

かりと心に刻み、一層気を引き締め子どもたちの登校最優先での安全運転を遵守していきた

い。同時に少しでも物理的エネルギーを小さくする為ダイエットに励もうと思う。

「
丙
午
だ
か
ら
生
み
控
え
る
」
は
も
う
古
い

今
年
は
、
60
年
に
一
度
巡
っ
て
く

る
「
丙
午
」
の
年
で
す
。 

「
丙
午
の
女

性
は
気
が
強
い
」。
そ
ん
な
迷
信
か
ら

１
９
６
６
年
の
丙
午
で
は
、
出
生
数
が

大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

丙
午
に
ま
つ
わ
る
迷
信
は
、
今
か
ら

約
３
６
０
年
前
、
江
戸
時
代
の
初
期
か

ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す

が
、
令
和
の
時
代
は
〝
無
意
識
の
マ
タ

ハ
ラ
〟。

新
年
度
か
ら
、
全
国
民
挙
げ
て
「
子

ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
応
援
！
」
と

し 

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。　

私
た
ち
議
員
一
同
、
一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
が
誕
生
し
ま
す
よ
う
に
と

願
い
、
子
育
て
し
や
す
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
街
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。　
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ランナーズハイな私

　このコーナーは町民の皆さまの日頃の活
動状況や議会・町に関する要望等を寄稿し
ていただき、作成しています。議員が依頼
に伺った際は、ご協力をお願いします。
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★お願い★　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
 　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

※本紙内容の無断複写および SNS 等への投稿、掲載は一切禁止します。


